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私が担当者です：島田市 観光文化部 博物館課 博物館係
　電話：0547-37-1000  FAX：0547-37-8900
担当者からの一言：宜しく、お願いいたします。

Press Release
島田市プレスリリース

　島田宿時計師の大武清之助が製作した和時計と尺時計が寄贈されます。

〇贈呈式
日　時　 ３月24日（火）14:00～14:30
場　所　 島田市　市長応接室　第２（本庁３階）
出席者　東京都在住　近藤　勝之（こんどう　かつゆき）氏
　　　　　 受納者　市長・副市長・観光文化部長　ほか
寄　贈　 数量：和時計　１点
　　　　　 寸法：H=910mm　×　W=280mm　×　D＝280ｍｍ
　　　　 　数量：尺時計　１点
　　　　　 寸法：H=450mm　×　W= 75mm　×　D＝ 65ｍｍ
　　　 　　詳細：台時計（円天府、割り駒式文字盤、滑車式重錘式）
　　　　　　「文化12年11月　武州江戸住　御時計師　大武清之助藤原忠宗　於駿州島田宿作之」銘（制作者
　　　　　 名・　制作年）有り

〇島田市博物館での展示
展　示　 島田市博物館　収蔵品展「川越し大解剖」展（展示期間：令和８年４月４日（土）～６月14（日）にて展
　　　　　 示。その後、島田市博物館本館 常設展示室等にて展示予定。

〇大武清之助（作者）について
（『郷土史稿全六巻其ノニ』島田町　紅林時次郎　著）
　抜粋
　 「大武清助　江戸の出生である　文化十一年六月　江戸を出て関西に更生を計るべく島田へ辿り来た所折柄
大井川出水川留の為、逗留中附近の人々と懇意になり其の奨めによって希望を捨て島田に居を定めた江戸居
住中、時計の製造に携わっていたので、居を構え時計商の看板を掲げた。当時我が国では　長崎商人を経てオ
ランダから輸入されるものが最多で、僅かに江戸、名古屋、京都などで制作される程度で、非常に珍しがられ、創
業早々から好評を博した。」
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島田宿時計師の和時計210年振りに里帰り

文化12（1815）年の駿州島田宿大武清之助作による和時計の寄贈。

和時計銘板


